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参

院

選
必
勝

を

社
民
党
第
‐９

固
定
期
全
国
大

会
が

３
月
‐９

九

日
、

東
京

で

開
催
。

コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
オ
ン

ラ
イ
ン
と
会
場

の
変
則
参
加
に

そ
れ

で
も

「
社
民
党
が
残
っ
て

よ
か
っ
た
」

と
い
う
明
る
い
雰

囲
気
を
感

じ
た
。

大
会

１
日
目

福
島
党
首
が
挨
拶
、

衆
院
選
で

の
全
国

の
頑
張
り
に
御
礼
を
述

べ
た
あ
と
、　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
政
に
言
及
、

「
武
力
で

平
和
は

つ
く
れ
な
い
」

と
強
く

抗
議
。

ま
た
日
本

の
核
武
装
発

言
を
批
判
、

原
発

へ
の
戦
火
を

と
ら
え
原
発
と
核
兵
器

の
廃
絶

を
も
強
く
訴
え
た
。

さ
ら
に
は

憲
法
が
今
最
大

の
危
機
と
強
調

社
民
党
に
と
っ
て
も
正
念
場
で

あ
る
参
院
選

の
必
勝
を
訴
え
た

大
会
討
論
は
住
民
と

一
体

の

地
域
活
動
に

つ
い
て
具
体
的
報

告
が
続

い
た
。

「
働

い
て
も
生
き

て
い
け
な

い

非
正
規

の
実
態
が
特
別
な

こ
と

で
は
な
い
」

「
コ
ロ
ナ
対
策
と

関
係
者

の
処
遇
改
善
や
介
護
利

用
者
負
担
≡

「
含
流
問
題
で
大

き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
党
組

織

の
再
生
を
果
た
し
た
」

こ
と

な
ど
、

具
体
的

・
実
践
的

で
、

ま
さ
に

「
答
え
は
現
場
に
あ
る
・

代
議
員
か
ら

の
発
言
で
し
た
。

権

曜

寵

麗

寵

統

一
名
簿

で
結

集

２
日
目
年
後
か
ら
は
、

参
院

選
勝
利
総
決
起
に
移
行
。

佐
高

信
さ
ん
か
ら
は
①
食
料
自
給
率

ア
ツ
プ

。
い
の
ち

の
安
全
保
障
、

②
非
正
規
ス
ト
ツ
プ
、

③
壊
憲

ス
ト
ツ
プ

の
１
ア
ツ
プ

・
２
ス

中
国
４
県
を
駆
け
巡
り
岡
山

に
入
っ
た
大
椿
副
党
首
は
３
月

ト
ツ
プ

の
提
起
と
、

社
民
党

の

ウ
イ
ン
グ
を
広
げ

る
共
同
テ
ー

ブ

ル
の
意
味
に

つ
い
て
話
が
あ

っ
た
。

風
刺

コ
ン
ト
が
会
場
を

利
ま
せ
た
後
、

福
島
党
首
は
じ

め
統

一
名
簿

の
新
社
会
党

・
岡

崎
彩
子
さ
ん
な
ど
５
名

の
個
性

あ
る
全
国
比
例
予
定
候
補
者
が

力
強
く
決
意
表
明
。

新
た
に
、

毎
月
２
回
の
火
曜

日
、

全
国

一
斉
行
動
な
ど
を
確

認
し
あ
い
、

全
国
に
帰
っ
た
。

報
告

‥
野
崎

２９
日
、

津
山

・
高
梁

・

精
力
的
に
団
体
、

労
組

挨
拶
と
街
宣
を
行
っ
た

岡
山
駅
前

で
は
、　
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
政

の
即
時
停
止
を
訴
え
る

と
と
も
に
、

便
乗
し
た

９
条
改
憲
論
を
批
判
。

ま
た
家
庭
教
育
に
介
入

す
る
よ
う
な
県
条
例

の

問
題
を
指
摘
。

戦
争
準

備

の
改
憲

で
は
な
く
、

平
利
を
守
れ
と
訴
え
た

岡

出

と

コロす
。ウクライナ
・いのうの訴え続＜

鱗

数
欝
ン

　
私

二

一
年
生

（
入
園
入
学

・
社
会
人
…
…
）

が

輝
く

こ
の
時
期
、　
エ

イ
プ

リ
舟
フ
ー

ル
で
な
い
現
実
を

突
き
付
け
ら
れ
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
だ
。

主
権
国
に
軍

事
力

で
現
状
変
更
を
迫
る
こ
と
は

国
際
法
に
違
反
し
、

許
さ
れ
な

い

▼
ま
し
て
や
存
立
が
脅
か
さ
れ
る

事
態
に
は
核

の
使
用
も
匂
わ
す
発

言
に
は
戦
標
さ
え
覚
え
る
。

同
じ

よ
う
な
理
由
で
こ
れ
ま

で
幾
多

の

惨
劇
を
み
て
き
た

▼
そ

の
歴
史
を

繰
り
返
す
よ
う
な
新
た
な
事
態
が

迫
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

安

保
法
制
違
憲
訴
訟

の
判
決
が
岡
山

地
誠

で
あ
っ
た
。

歴
代
政
権
が
違

憲
と
し
て
き
た
集
団
的
自
衛
権

の

行
使
容
認

の
安
保
法
制
は
憲
法
違

反
の
訴
え
に
、

憲
法
に
問
う

こ
と

な
く
、

「
具
体
的
侵
書
が
な
い
」

と

「
棄
却
」

（
敗
訴
）

を
下
し
た

▼
意
見
陳
述
で
の
戦
争
経
験
者

の

「
繰
り
返
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」

と
い
う
ｂ

の
叫
び
は
過
去

の
侵
書

と
し
て
、

若

い
世
代

の
訴
え
に
は

「
侵
書
を
受
け
る
ま

で
待

て
」

と

い
う
に
等
し
い
▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が

語
る
よ
う
に

「
戦
争
が
起
き

て
か
ら
で
は
遅
い
」
。

「
裁
判
所

ま
で
憲
法
を
無
視
し
た
」

と
批
判

（
原
告
団
）

し
、

控
訴
し
た

（
の
↓

定
例
学
習

・
読
者
会

「
新
報
」

読
者
会

４
月
２
日

（
第

２
火
）

１
８
時

¨

辰

巳

「
時

事

問

題

懇

話
会
」

　̈
４
月

２９

日

（
月

末

金
）

中

止

※

コ
ロ
ナ
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

¨

い
す
れ
も
辰
巳

・
新
事
務
所

で

上:全国大会・来賓らと共間の結束強化

中:特徴ある声で応援挨拶の佐高信さん

下:参院選・全国比例統一名簿の5名ら

党県連含活動日誌
3/4 ロ シアのウクライナ侵攻への抗議文

在日ロシア大使館あて発送

3/12 市 民と立憲野党の意見交換会 (武本 ・野崎)

3/14 さ よなら原発実行委員会 (耐本)

3/16・ 17 宣 伝カー (倉敷 ,井原 ・笠岡)

3/19・ 20 社 民党全国大会 (東京 ・オンライン)

3/23 党 定例街宣 マ ツキヨ前

3/24・ 25・ 31 街 宣 ・ポスター (高梁)

3/25 部 落解放共闘総会 ・学習会

3/26 市 民と立憲野党の合同宣伝 マ ツキヨ前

.0/ぞ9..ネ綺ゆユこ説 ヨf.勲盈ヒヽさ!?.1煩阜

大椿ゆうこ副党首の地元、高梁市松原

町の後援ポスター掲示板設置。地元党

員宅での作業後、予定外の昼食休憩で

うどんをごちそうになる。地域で地道

に活動する党員が党活動の強しヽ支え !

(先輩から労働運動の話や香板づくり

のコツを学ぶ ・絶景の展望をながめな

がらのうどん昼食)

※3/29夕 亥」、岡山駅前で大椿副党首

社民党サポーター募集
社民党には、あなたの声が必要です 。

年会費1000円  オ ンライン申込⇒

httpsi//sdp.or.ip/sdpttupporter/

社民党全国一斉行動日

4/5(火 ) 18:00

4ノ/20(アK) 18:00

岡山駅マツキヨ前

ダ
し 4/23 市 民と立憲野党含同宣伝

17:OO～ マツキヨ前

4/13 さ よなら原発一斉行動
「汚染水の海洋放出を許さない」

18:00 岡 山駅サンステ前


